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十
年
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月
五
日
提
出
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第

五
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Ｐ
Ｒ
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す
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「
米
国
の
「
核
態
勢
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
」
の
公
表
に
つ
い
て
」
（
外
務
大
臣
談
話
）
に
関
す
る
質
問
主
意

書

政
府
は
、
平
成
三
十
年
二
月
三
日
、
「
米
国
の
「
核
態
勢
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
」
の
公
表
に
つ
い
て
」
（
外
務
大
臣
談

話
）
を
公
表
し
た
。

こ
の
外
務
大
臣
談
話
で
は
、
「
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
は
、
前
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
が
公
表
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
以
降
、
北
朝
鮮
に
よ
る

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
進
展
等
、
安
全
保
障
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
米
国
に
よ
る
抑
止
力
の
実
効
性
の

確
保
と
我
が
国
を
含
む
同
盟
国
に
対
す
る
拡
大
抑
止
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
安
全
保
障
認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
米
国
の
こ
の
よ
う
な
方
針
を
示
し
た
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
高
く
評
価
し
ま

す
」
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。

米
国
防
省
の
シ
ャ
ナ
ハ
ン
副
長
官
は
、
二
月
二
日
の
記
者
会
見
で
、“T

he
U

.S.
does

not
w

ant
to

use
nuclear

w
eapons,Shanahan

said.
H

e
noted

the
N

PR
says

the
nation

w
ould

only
consider

the
use

of
nuclear

w
eapons

in
“extrem

e
circum

stances
to

defend
the

vitalinterests
of

the
U

nited
States,its

allies
and

partners.”
T

he
N

PR

clarifies
longstanding

policy
that

“extrem
e

circum
stances”

could
include

“significant
non−nuclear

strategic

一



attacks,”
the

deputy
secretary

said.”

（
合
衆
国
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
と
シ
ャ
ナ
ハ
ン
は
述
べ

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｒ
で
は
、
国
家
は
、
合
衆
国
や
そ
の
同
盟
国
な
ど
の
死
活
的
国
益
を
防
衛
す
る
重
要
な
事
情
が
あ
る
場
合
だ
け
、
核

兵
器
の
使
用
を
検
討
す
る
と
シ
ャ
ナ
ハ
ン
は
説
明
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｒ
は
、
長
年
の
政
策
と
し
て
、
重
要
な
事
情
に
は
、
重
大
な
非

核
戦
略
攻
撃
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
副
長
官
は
述
べ
た
。
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
政
府
の
方
針
を
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

シ
ャ
ナ
ハ
ン
副
長
官
は
、extrem

e
circum

stances
to

defend
the

vitalinterests
of

the
U

nited
States,its

allies

と
発
言
し
て
い
る
が
、
日
本
の
施
政
下
に
つ
い
て
も
、extrem

e
circum

stances

が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、the

use
of

nuclear
w

eapons

を
検
討
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

一
に
関
連
し
て
、“extrem

e
circum

stances”
could

include
“significant

non−nuclear
strategic

attacks,”

と
表

明
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
施
政
下
に
つ
い
て
も
、significant

non−nuclear
strategic

attacks,

が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

三

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
な
ど
の
議
会
証
言
、
回
顧
録
で
、
通
常
兵
器
の
攻
撃
に
対
し
て
核
兵
器
で
報
復
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
公
式
に
表
明
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
と
考
え
る
。
ア

二



メ
リ
カ
が
非
核
兵
器
へ
の
報
復
に
対
し
て
も
核
兵
器
の
使
用
を
検
討
す
る
と
い
う
規
準
緩
和
も
含
め
て
、
政
府
は
、
「
我
が

国
を
含
む
同
盟
国
に
対
す
る
拡
大
抑
止
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
」
「
米
国
の
こ
の
よ
う
な
方
針
を
示

し
た
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
高
く
評
価
し
ま
す
」
と
の
認
識
で
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

「
日
本
の
軍
縮
・
不
拡
散
外
交
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
で
は
、
「
日
本
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
に
至
る
道
の
り
に
お
い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
現
実
に
核
兵
器
が
存
在
す
る
間
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
で
も
明
確
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
核
抑
止
力
を
含
む
米
国
の
拡
大
抑
止
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

が
核
軍
縮
を
追
求
す
る
こ
と
と
、
当
面
米
国
の
核
抑
止
に
依
存
し
つ
つ
国
の
安
全
保
障
の
確
保
と
い
う
最
重
要
の
責
務
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
は
な
ん
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
の
方
針
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
核
抑
止
力
の
提
供
を
受
け
る
も
の
の
、
そ
れ
は
現
実
に
核
兵
器
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
抑
止
と
し
て
、
当
面
、
ア

メ
リ
カ
の
拡
大
抑
止
へ
の
依
存
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｒ
二
〇
一

八
の
示
す
も
の
は
、
こ
れ
を
逸
脱
し
、
非
核
兵
器
へ
の
報
復
手
段
と
し
て
の
核
兵
器
の
使
用
を
容
認
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
日
本
政
府
の
方
針
と
相
容
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
の
根
絶
、
非
核
兵
器
へ
の
報
復
手
段
と
し
て
核
兵
器
の
不
使
用
を
求
め
て
い
く

三



べ
き
で
あ
り
、
非
核
攻
撃
に
ま
で
核
兵
器
の
使
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｒ
二
〇
一
八
に
対
し
て
、
「
米
国
の
こ
の
よ

う
な
方
針
を
示
し
た
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
高
く
評
価
し
ま
す
」
と
手
離
し
で
評
価
す
る
外
務
大
臣
談
話
は
不
適
切
で
は
な
い

か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


